
 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

（１）大学

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

文学部長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

文学部長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局総務企画係、教務係】

（２）大学院

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

文学研究科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

文学研究科長 B

群馬県立公立大学法人第一期中期計画での

文学研究科における定員充足率の目標値

100％の達成に向けての取組

おもに広報活動の強化（例：学内周知、生

涯教育及びリカレント教育対象者への案内

等）

計画どおり、広報活動を強化してチラシの

配布や案内を行った。また、第１期中期目

標結果の意見を踏まえ、来年度の大学案内

の大学院ページを改善した。

B

状況が改善され、受験者数のみならず、来

年度の入学予定者数も増加し、各専攻で在

籍者が見込まれる。今後も、定員充足率の

目標値100％の達成に向けて取り組む。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
B

国際コミュニケーション学専攻では入学定

員に対して入学生数が少ないことが要改善

点である。

地域社会に必要とされる大学院について、

近年の他大学の動向などを調査する。改変

に向けた指針を得ることを目標とする。

英語コミュニケーション科目を担当する教

員が主体となり、英語の専門性が求められ

る社会人を対象とするリカレント教育につ

いて、調査と準備を行った。英語教員、

ALTs、将来英語教員になりたい人を対象と

した１年間のTESOL Certificate Program

（non-degree program）の開講を構想して

いる。

B

2022年度の本研究科の入学生数は0であっ

た点が課題である。TESOL Certificate

Programの2024年度開講に向けて、準備を

引き続き行う。履修生の経済的負担軽減に

向けて、文部科学省の職業実践力育成プロ

グラム（BP）への申請も検討する。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

【作成補助者：事務局総務企画係、教務係】

①
学部が、教育研究上適当な規模を有して組織さ

れており、教員数等が適当な規模であるか。

②
収容定員、在学生数及び入学定員を適正に管理

しているか。

①
研究科が、教育研究上適当な規模を有して組織

されており、教員数等が適当な規模であるか。

基準１　教育研究上の基本となる組織に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

収容定員、在学生数及び入学定員を適正に管理

しているか。
②

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

（１）大学

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 B

2022年度6月現在、学科の構成は教員7名の

うち教授3名だが、2023年度からは教員8名

のうち教授2名となる見込みである。

2023年度からは新学科となり、定員も30名

に増員する。過渡期ではあるが、教員8名で

新カリキュラムに適合した専門の教員体制

を整えたい。

2022年度中に学科重要科目の一つである

「情報学」教員の公募を実施したものの、

適任者を採用することは出来なかった。採

用領域や職階を再検討して、改めて教員公

募を開始することとした。

B

公募中の教員は職階としては「教授」相当

の人材を含めて募集し、可能であれば2023

年度中の採用を目指す（令和５年２月から

再公募を開始）。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

英語コミュニケーショ

ン課程長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際ビジネス課程長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英語コミュニケーショ

ン課程長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際ビジネス課程長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局総務企画係、教務係】

②

基準２　教員組織に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan

主要と認める授業科目については、原則として

専任の教授又は准教授が担当しているか。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

①

各学科または課程の規模並びに授与する学位の

分野等に応じて、必要な教員を配置し、適切な

役割分担及び連携体制を確保しているか。

また、教員の年齢に偏りはないか。



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

（２）大学院

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

日本文学専攻主任 B

日本文学専攻の編成としては、規模並びに

授与する学位の分野等に応じて必要な教員

を配置しているが、現在、専任教員に欠員

があり、適切な役割分担及び連携体制が確

保されていない。

国文学科で令和４年度に行う３名の教員採

用に合わせ、大学院の研究指導補助教員認

定を行い、日本文学専攻内での適切な役割

分担及び連携体制を確保する。

令和５年４月に赴任する専任教員（准教授

予定者２名）の研究補助教員資格認定を行

い、日本文学専攻内での適切な役割分担及

び連携体制を確保することができた。

A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン専攻主任
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

日本文学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン専攻主任
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局総務企画係、教務係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

②

大学院設置基準第９条に基づき、研究指導教員

と研究指導補助教員は、適切な人数を配置して

いるか。

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】

①

各専攻の規模並びに授与する学位の分野等に応

じて、必要な教員を配置し、適切な役割分担及

び連携体制を確保しているか。

また、教員の年齢に偏りはないか。

【期中～年明け】

計画 Plan

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

（１）大学

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部長
B

高校の学習指導要領が変更され、今年度高

校1年生は新学習指導要領で学んでいる。現

時点ではAPに沿った学生を受け入れている

が、高校の学習変更に並行して今一度APに

沿った学生を受け入れられているか、検証

する必要がある。

4つの選抜方式（総合型、学校推薦型、一般

前期、一般後期）について、それぞれの

「求める学生像」について見直しを行う。

あわせて各方式で求める学生像を選抜でき

ているか検証し、必要であれば改変を行

う。本計画の主体は入試委員会である。

入試委員会において、APの点検および見直

しを行った。2024年度より、入学者選抜が

新しい配点のもとに実施されるが、それに

あわせて「求める学生像」を見直し、中央

教育審議会のガイドラインに沿う形で各選

抜方式における「入学者選抜の基本方針」

を新設した。

A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

G：内部質保証推進委員会からの意見

基準３　教育課程に関すること（入学者の受け入れ、教育課程の編成・評価）

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan

A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

入学者選抜は、学生の受け入れ方針（AP）に基

づき、公正かつ妥当な方法により、適切な体制

を整えて行っているか。

②

各学科・学部は、各々の学生の受け入れ方針

（AP）に沿った学生を受け入れることができて

いるか。

①



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局教務係】

④
卒業論文、卒業研究、卒業制作等について、学

習成果を適切に評価しているか。

③

学位授与方針（DP）及び教育課程の編成・実施

方針（CP）に基づき、必要な授業科目を開設

し、体系的に教育課程を編成しているか。



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

（２）大学院

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

日本文学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

日本文学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

②
各専攻は、各々の学生の受け入れ方針（AP）に

沿った学生を受け入れることができているか。

計画 Plan

①

入学者選抜は、学生の受け入れ方針（AP）に基

づき、公正かつ妥当な方法により、適切な体制

を整えて行っているか。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

日本文学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

日本文学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局教務係】

③

学位授与方針（DP）及び教育課程の編成・実施

方針（CP）に基づき、必要な授業科目を開設す

るとともに、学位論文の作成等に対する指導計

画を策定し、体系的に教育課程を編成している

か。

④
大学院設置基準第１４条の２の規定に基づき、

学位論文の評価基準を公表しているか。



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

①

教育にふさわしい施設、設備を所有し、管理し

ているか。（教室、研究室、運動等の活動施設

等）

教育環境整備推進委員長 B
講義時間帯によって、教室数がやや不足気

味である。

教室の環境整備を進めることで、使用可能

な教室を増やす。

新たに整備した多目的室などを含めた教室

利用環境の整備を進めている
B

教室利用について、教務委員会等との連携

をより円滑にする必要がある。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

②
教員数、学生数等に応じて、必要な種類及び数

の機器を備えているか。
教育環境整備推進委員長 B

教材提示等の設備が教室によっては未整備

である。

すべての教室において同一環境が保たれる

よう、機器の導入を進める。
必要に応じて予算措置を検討している。 B

学生がPC等を持参して活用する場合との棲

み分けをより効率的に活用するべきであ

る。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

③
教育研究上、必要なＩＣＴ環境が整備されてい

るか。
教育環境整備推進委員長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

④
図書館には、教育研究上必要な資料や設備を備

え、また学術情報の提供に努めているか。
附属図書館長 B

限られた予算の中、可能な限り整備を行っ

てきているが、専門誌へのアクセスの貧弱

さや配架スペースの不足など、改善が必要

とされる部分がある。

予算の増額以外、根本的な解決への方策は

見当たらないが、情報収集に努めるなどし

て、工夫の余地がないかを検討していく。

2023年の洋雑誌購読については、価格高騰

による不足分を特定教育・研究費から補填

することが確認できた。また、2024年に向

けてアグリゲーター・サービス導入を検討

し、Gale Academic OneFileと個別雑誌の

併用について検討を進めることとなった。

A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局会計図書係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

基準４　施設及び設備に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

①

大学及び大学院に関する事務や、学生の支援等

を行うために、適切な事務組織を設けている

か。

事務局次長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

②

学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及

び職業的自立を図るために必要な能力を培える

よう、適切な体制を整えているか。

事務局次長 B

事務局学生係、キャリア支援センターを設

置、学生委員会、キャリア支援センター運

営委員会等による支援体制は整備している

ものの、卒業生や就職先への意見徴収がで

きておらず、本体制により点検・評価事項

に記載のある能力を培えているかの評価

データがとれていない。

学生係所管の「ガーネット」（本学からの

情報提供等のために卒業・修了後の情報を

収集するフォーム）等の情報をもとに、ま

ずは卒業生アンケートの実施を検討する。

就職先への意見聴取については、主な就職

先57社に企業アンケートを実施し、本学卒

業生の評価を調査した。卒業生の意見聴取

については、アンケートの実施方法や実施

内容について、他大学の状況を情報収集し

た。

B

卒業生へのアンケートについては、アン

ケート内容の検討と、実施方法や回答率を

向上させる工夫等を検討する必要がある。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

【作成補助者：事務局各係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

基準５　事務組織に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

国文学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

美学美術史学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

総合教養学科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

日本文学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

英米文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

芸術学専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

複合文化専攻主任 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局教務係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

①

学位授与方針（DP）、教育課程の編成・実施方

針（CP）及び学生の受け入れ方針（AP）を適切

に定めて、公表しているか。

特に、３ポリシーの整合性を確保しているか。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

基準６　３ポリシー（ＤＰ，ＣＰ，ＡＰ）に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

①

教育研究の成果の普及及び活動の促進に資する

ため、教育研究活動の状況を適切に公表してい

るか。

事務局次長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

②
学生の教育に関する情報を適切に公表している

か。
事務局次長 B

大学ポータルや大学ウェブサイトにより、

３Pやカリキュラム、シラバスの閲覧、履

修登録、成績評価など個別の情報公開はさ

れているが学修ポートフォリオのようなシ

ステムについては未整備である。導入でき

れば、成績、テストの答案・レポート・課

題等、学生の学びのアウトプットを蓄積

し、学修をより計画的、能率的、効果的に

進めることが期待でき、課外活動、イン

ターンシップなどの記録も包括的に保存で

き、大学生活で何ができたかを学生自身が

確認できる。

システム改修等について、調査検討中。

修学ポートフォリオの導入を念頭に、既に

同システムを稼働している健科大を視察し

た。今後、本学に適した修学ポートフォリ

オについて、導入の時期を含め、システム

の詳細を検討していくこととなった。

B

課題：国際コミュニケーション学部の改革

に係るカリキュラムの改編が見込まれる。

よって、導入するシステムの詳細を検討す

る始期が先延べとなる予定である。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

【作成補助者：事務局各係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

基準７　教育研究活動等の状況に係る情報の公表に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

①
大学の基本方針について検証を行い、必要に応

じて見直しを行っているか。
内部質保証推進委員長 B

内部質保証推進委員会において、年に一回

の検証をしているが、現時点で修正等は実

施していない。

今後も年一回、または適宜検証を行い、必

要に応じて見直しを行う。

内部質保証推進委員会において検証し、所

要の修正を行った。
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

②
教員と職員の連携体制を確保し、教職員の協働

により職務が行われているか。
内部質保証推進委員長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

③

教育研究活動等の適切かつ効率的な運営を図る

ため、教職員に必要な知識及び技能を習得さ

せ、並びにその能力及び資質を向上させるため

の組織的な研修等を実施しているか。

内部質保証推進委員長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

④
学生の学修成果等を適切に把握する取組を行っ

ているか。
内部質保証推進委員長 B

「学業成績の評価「秀」に係る申合せ事

項」では、秀（S）を全体（受験者）の２割

程度以内とされているが、S割合が極端に多

い授業が未だに存在している。

教員への注意喚起を実施し、申合せ内容も

含めてより実効性の高い方法を探る。

今年度は実効性の高い方法を探るための協

議を実施したが、例年通りの対応（教員

（非常勤講師含む）宛の「成績評価の提出

依頼書」に「学生成績の評価「秀」に係る

申合せ事項を同封）を行った。

B

今年度のS評価の状況を確認して、対応の必

要性が認められた場合は、来年度も再度検

討する。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

【作成補助者：事務局総務企画係、教務係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

基準８　教育研究活動等の改善を継続的に行う仕組みに関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

①
教育研究上必要な経費を確保し、教育研究環境

の整備に努めているか。

予算委員長

事務局長
B

2022年度の教育研究上必要な経費として、

教育DX推進事業経費が新たに追加され、学

内のDXの整備を推進しているが、校舎のメ

ンテナンスの計画が未整備である。

群馬県の長寿命化指針に基づき、県と連携

して、本学校舎の目標使用年数である65年

を目指したメンテナンスの計画の立案に着

手する。

2022年度、本学全室にWi-Fiを整備したほ

か、Call教室の機器を更新しハイフレック

ス対応とした。

また、老朽化した机・椅子を3カ年掛けすべ

て置き換えた。

B

特に劣化が目立つ本学１号館の空調をはじ

めとしたメンテナンス計画について、県と

協議した結果、令和６年度開始となる第２

期中期目標の策定作業のなかで方針及び計

画づくりを行うこととなった。

今回挙げていただいた課題・問題点を踏

まえ、来年度以降もＰＤＣＡサイクルを

意識していただき、継続して改善活動を

進めていただきますようお願いいたしま

す。

【作成補助者：事務局会計図書係】

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

基準９　財務に関すること

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

【年度末】

実施 Do 評価 Check 改善 Action

B：改善を要する点 C：改善計画・達成目標 D：達成・取組状況 Ｅ：自己評価 Ｆ：課題・問題点

＜Ｆ欄は、Ｅ欄の「自己評価」が「B，C」

の場合に記入してください＞

文学部長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン学部長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

文学研究科長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

国際コミュニケーショ

ン研究科長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

②
学生の就職支援に係る体制が整備され、適切な

支援が行われているか。

キャリア支援センター

　　　　　運営委員長
A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

③
経済的な支援が必要な学生に対し、適切な支援

が行われているか。
学生委員長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

④
学生の中途退学を防止するため、適切な支援が

行われているか。
学生委員長 A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

⑤

社会連携・社会貢献に関する方針に基づき、学

外機関、地域社会等との連携による取組や、大

学が生み出す知識、技術等を社会に還元する取

組を行っているか。

社会貢献委員長 B

従来行っていた公開講座と公開授業に関し

て、コロナウイルス対策により、令和2年度

から4年度まで中止となっている。

令和5年度の公開講座や公開授業に関して、

再開、オンラインで開催、またはオンデマ

ンド形式での配信など、柔軟な対策を令和4

年度に考えていく予定である。

令和4年度については、コロナにより公開講座

が開けなかったので、各学科・課程に公開講

座用のビデオ作成を依頼した。結果として、

英米文化学科、美学美術史学科、総合教養学

科 (2本)、英語コミュニケーション課程、国際

ビジネス課程の、合計６本のビデオをホーム

ページにアップすることができた。また令和5

年度においては、対面での公開講座を再開す

る予定である。コロナ対策により、コロナ以

前とは形を変えて、夏休みに集中して行うこ

ととした。現在各学科・課程から、担当の先

生方の選出を行ってもらっている。公開授業

については、まだ教室の定員が撤廃されてい

ないのと、学生との接触を避けられないとい

う2つの理由から、令和5年度も見送ることと

した。令和6年度に向けて、コロナの状況や教

室の定員設定の推移を見ながら、引き続き委

員会の方で検討していく予定である。

A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

⑥

社会連携・社会貢献活動において、社会的要請

（地域社会のニーズ等）を適切に反映している

か。

社会貢献委員長 B

現在要請は電話やメールで受け付けている

が、大学のウェブページ上にはそのような

機能がなく、コンタクトの方法がわからな

いケースがある可能性がある。

大学のウェブページ上に要請を受け付ける

機能を持たせ、一元管理する。

Google Form を活用したり、連携推進の

メールアドレスを新たに作成し使用したり

することで、個人情報も含め事務処理の一

元管理及び簡素化ができた。

A

来年度以降もＰＤＣＡサイクルを意識し

ていただき、改善活動を進めていただき

ますようお願いいたします。

【作成補助者：事務局学生係、連携推進係】

基準10　その他の教育研究活動等に関すること（学生支援、社会貢献）

点検・評価事項 主な点検者

【年度初め】 【期中～年明け】

計画 Plan

G：内部質保証推進委員会からの意見A：現状の

自己評価
＜B欄～C欄は、A欄の「現状の自己評価」が「B~C」の場合に記入してください＞

＜D欄～G欄は、Ｃ欄で今年度改善に向けた取組を行うこ

ととした場合に記入してください＞

①
学生の学習支援に係る体制が整備され、適切な

支援が行われているか。



 ＜2022年度　自己点検・評価シート＞

※Ａ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。 ※Ｅ欄には、次のとおり自己評価を記入してください。

　　Ａ：適切に取り組んでいる。 　　Ａ：達成目標どおりの成果(100％)、またはそれを超える成果(100％超)をあげた。

　　Ｂ：取り組んでいるが、改善すべき点がある。 　　Ｂ：達成目標には至らなかったが、達成目標の50％～100％未満の成果をあげた。

　　Ｃ：未着手のため、今後取り組んでいく必要がある。 　　Ｃ：達成目標の50％程度に達しなかった。


